




















































































1968 年 5 月から 50 年。記念の節目にイベントが催され，出版や展示が相次いだ。「Mai 68」
を革命と呼ぶか，危機・事件とみなすか，単なるできごとと片づけるか，呼称ひとつが難し
い。呼び方によって政治や社会に対するその人の態勢が顕わになる。愚生の想いは，当時ソ
ルボンヌの大講堂の大扉にただ「1789，1830，1848，1871，1936，1968」とだけ書かれたノ
ートの小さな切れ端が張られていたと知り，胸が熱くなったと表白するに止めたい。
　「Mai 68」において造反有理の行動に人々を巻き込み駆り立て，同年に世界的規模の運動
が起こったことには，メディアの寄与も大きい。ストラスブール，ナンテールからソルボン
ヌに拡がり，学生だけでなく多くの人が続々とゼネストに参加し，示威の行進をし，集会に
つどい，政策転換を求めて権威に反抗したのは，新聞や雑誌，ラジオ，テレビが報道したか
らである。古来，人々に訴えかけることばは声を通じて伝えられたが，近代初頭に発達をみ
た印刷術の機械化は文字による大量送達を可能にし，メディアの重層化をもたらした。20
世紀初頭までなら，対象となる範囲，人や場所が拡大すればするほど，声より印刷物の役割
が増すことは想像に難くない。けれども，科学技術の発達は声の復権をもたらし，「Mai 
68」において，映像や音声の重要性は活字と並んだ。映像や音声には同時性，臨場感が伴う。
ラジオで流れる声やテレビに映し出される模様は，瞬く間にフランス全土に，世界に拡がり，
全世界的な「五月」に影響を及ぼした。昨年の 50 周年企画の中ではそれらが再現され，活
字だけでは伝わらない熱が時代を超えて今なお感じられた。
　科学技術は進歩し続けている。情報の受け手であった大衆は今や発信者にもなった。人々
はスマホを媒体に即時に情報を送受信し，相互に反応し合っている。現代的状況におけるひ
とつの特徴は，編集の闕如であろう。編集は，情報を彫塑し，輪郭を研磨し，質を錬成する
作業の謂いである。編集を欠いた情報は，生々しさに溢れる反面，粗さが剥き出しになる。
今，「Mai 19」が起きたとしたら，どのような記録が残るだろうか。昨年見聞した「Mai 
68」の声と文字には，時代の熱い生動性と共に編集人の高い意識と力を看取できたと記して
おく。
　本号にも諸々の分野から多くの力篇を蒐集することができた。執筆なさった方々の専心と
熱意に敬意を表したい。また，惜しみなく労力を傾注し，伝統的に学苑を支えてきた編集諸
姉の方々にも感謝したい。その献身的な編集精神は学苑の誇りとするところである。
　「Mai 68」の端緒が切られたのは三月のこと。春の胎動はまだまだと思えど，三月来たり
なば五月遠からじ，か。 （井原奉明）
